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少子高齢化が一段と進む中、健康寿命の更なる延伸を図るためには、若い頃からの健康づくり
や、フレイル（虚弱）といわれる心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）の低
下防止に取り組むことが重要である。
　特に、高齢者が自ら主体となって介護予防や、茶話会、趣味活動などを行う「通いの場」
は、介護予防の効果と併せて社会参加を促すことにつながるとともに、豊かな地域コミュニ
ティの基盤となり得る取組であり、更なる拡充が求められる。
　本県の介護予防・健康づくりの推進のため、介護予防に資する「通いの場」への参加人数と
フレイル予防を実践する市町村数を重要な指標として捉え、数値目標を設定した。

　取組の実施内容、実績

通いの場の立ち上げ支援、市町村の介護予防の促進
・市町村の介護予防の促進を図るため、ＰＴ・ＯＴ・ＳＴの専門的知識や技術を活かした介護
予防事業の支援（通いの場の立ち上げ支援を含む）等を行った（「ＰＴ・ＯＴ・ＳＴバンク」
を設置しており、令和４年度は、３市町に３８名派遣）。
・市町村がフレイル予防事業を効果的に取り組めるよう、フレイル予防アドバイザー（フレイ
ル予防のノウハウを持つ専門職）をモデル市町村に派遣（令和４年度実績：６市町に１７回派
遣）。
・市町村フレイル予防ネットワーク連絡会を開催。市町村がフレイル予防対策を効果的に実施
できるよう、市町村間の事業内容やアドバイザーの支援状況の共有を図った。
・フレイル予防アドバイザー連絡会を開催。住民主体のフレイル予防を市町村が効果的に実施
していくため、有識者により、市町村支援について検討（令和４年度実績：市町村フレイル予
防ネットワーク連絡会と併せて開催（令和５年３月６日開催　３３名参加））。

　目標を設定するに至った現状と課題

介護保険事業支援計画に記載した、市町村が行う自立支援、介護予防又は重度化防止及び介護
給付の適正化に関する取組の支援についての目標（令和４年度）に対する自己評価結果

山梨県

ア　取組の支援についての自己評価結果

　項目名

介護予防・健康づくりの推進（自立支援、介護予防・重度化防止の推進）

 （数値目標）
　 ・介護予防に資する「通いの場」への参加人数（令和５年度：20,000人）
　 ・フレイル予防を実践する市町村数（令和５年度：全市町村）



※複数項目に分ける場合には、項目ごとに様式を分けて記入する。

ウ　まとめ（ア及びイから考察した現状・課題と対応策）

　「通いの場」と「フレイル予防」は、高齢者が集まって実施する事業であるため、新型コロ
ナウイルス感染症により中止し再開できていないケースもあるが、それぞれ感染防止対策を講
じ、開催方法を工夫する等により継続して活動を行っている。
　引き続き、効果的な介護予防活動が推進できるよう支援していく必要がある。

　管内保険者の自己評価と該当する目標数は次のとおり（保険者が設定した目標数105）。
　自己評価「３」以上の目標数は、98目標（93.3％）となった。
　「通いの場」における市町村の自己評価では、”地域の元気な高齢者が、地域内の支え合い
に生きがいを持てるようになる”という意見や”高齢者通いの場を多く創出することで、高齢
者の「仲間づくり」「生きがいづくり」「支え合い」の輪を広げることができる”という意見
があった。
　「フレイル予防」における市町村の自己評価では、”フレイルトレーナー、フレイルサポー
ターの養成を行うことで、介護予防の取組が地域に広がることが期待できる”という意見や”
半数以上のグループでは運動以外の交流があり、高齢者の生きがいづくりにも寄与している”
という意見があった。
　今後の課題として、地域間の活動格差、新規参加者の増加、参加の少ない男性高齢者への働
きか、などが挙げられている。

　自己評価

自己評価【４】（達成率60～79％）

「通いの場」への参加人数➀および「フレイル予防」を実践する市町村数②ともに、新型コロ
ナの影響を受け、令和４年度は、①目標の52.1％、②目標の95.7％の実績となった。
　※（➀52.1％＋②95.7％）÷2＝73.9％

イ　管内保険者の自己評価結果の概要

令和2年度
（基準）

令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標 16,568人 18,284人 20,000人

実績
8,844人

（令和2年度実績）
9,517人

（令和3年度実績）

目標 19市町村 23市町村 27市町村

実績 19市町村 22市町村

介護予防に資する
「通いの場」への参加人数

14,852人
（令和元年度実績）

フレイル予防を実践する
市町村数

14市町村


